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ア
ジ
ア
系
留
学
生
の
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
に
関
す
る
研
究

問
題
と
目
的

　
留
学
生
の
増
加
に
伴
い
、
国
立
大
学
を
中
心
に
留
学
生
相
談
を

担
当
す
る
教
官
の
配
置
が
進
み
、
留
学
生
に
対
す
る
援
助
の
体
制

や
方
法
に
つ
い
て
の
報
告
や
問
題
が
提
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
（
田
中
、
一
九
九
三
一
鈴
木
・
堀
・
井
上
、
一
九
九
五
）
。

　
し
か
し
、
留
学
生
の
適
応
と
援
助
の
関
連
を
調
べ
た
研
究
で
は
、

人
間
関
係
や
情
緒
の
領
域
で
は
指
導
教
官
や
留
学
生
か
ら
援
助
が

多
い
ほ
ど
適
応
し
て
い
る
が
、
研
究
領
域
で
指
導
教
官
や
学
外
の

日
本
人
か
ら
援
助
が
多
い
ほ
ど
不
適
応
で
あ
る
と
す
る
結
果
（
山

本
、
一
九
八
六
）
、
来
日
初
期
の
サ
ポ
ー
ト
は
適
応
を
促
進
す
る

が
、
時
間
が
経
過
す
る
と
サ
ポ
ー
ト
と
適
応
の
関
連
が
な
く
な
る

と
い
っ
た
調
査
結
果
（
周
、
一
九
九
五
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
研

水
　
　
野

治
　
　
久

究
結
果
は
、
留
学
生
へ
の
援
助
が
適
応
に
結
ぴ
付
く
こ
と
が
難
し

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
事
実
、
松
原
・
石
隈
（
一
九
九
三
）
は
、
留
学
生
相
談
室
の
来

談
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
留
学
生
が
持
ち
込
ん
で
く
る
相
談
の

内
容
は
言
語
問
題
と
経
済
問
題
が
多
～
、
、
生
活
間
題
、
健
康
問
題
、

修
学
問
題
と
続
き
、
人
間
関
係
や
文
化
の
問
題
は
少
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
松
原
ら
は
、
留
学
生
は
心
理
的
な

間
題
を
日
本
人
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
す
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
分
析
し
て
い
る
。

　
留
学
生
が
心
理
的
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
を
示

す
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
≧
異
彗
ま
H
g
芦

ε
ぎ
）
。
…
彗
俸
言
寝
雪
（
5
8
）
は
、
大
学
院
に
在
籍
す
る

ア
メ
リ
カ
人
学
生
と
中
国
人
留
学
生
の
理
想
的
な
援
助
者
を
比
較
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（35）　アジァ系留学生のヘルパー志向性に関する研究

し
た
。
調
査
対
象
者
は
、
十
項
目
の
問
題
領
域
に
つ
い
て
理
想
的

な
援
助
者
を
、
①
友
人
、
②
両
親
、
③
指
導
教
官
、
④
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
⑤
臨
床
心
理
学
者
、
⑥
精
神
科
医
、
⑦
精
神
科
以
外
の
医

師
、
⑧
牧
師
又
は
宗
教
家
、
⑨
配
偶
者
、
⑩
援
助
者
な
し
の
中
か

ら
選
ぷ
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
健
康
問
題
で
は
「
医
師
」
、
経
済
的
間
題
で
は

「
両
親
」
、
社
会
心
理
的
問
題
（
例
え
ぱ
対
人
関
係
が
上
手
く
い
か

な
い
）
、
個
人
心
理
的
問
題
（
例
え
ぱ
自
尊
心
の
欠
如
）
、
恋
愛
・

性
・
結
婚
の
問
題
、
家
族
問
題
で
は
「
友
人
」
、
適
徳
・
宗
教
的

問
題
で
は
「
援
助
者
な
し
」
、
勉
強
の
問
題
で
は
「
指
導
教
官
」

を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
は
両
者
は
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
職

業
・
教
育
的
問
題
に
お
い
て
、
留
学
生
は
「
友
人
」
を
、
ア
メ
リ

カ
人
学
生
は
「
指
導
教
官
」
を
選
択
し
た
こ
と
、
精
神
病
理
で
は
、

留
学
生
は
「
援
助
者
な
し
」
を
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生
は
「
精
神
科

医
」
を
選
択
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
両
者

の
理
想
的
な
援
助
者
は
、
十
項
目
の
問
題
領
域
の
う
ち
、
八
項
目

で
は
一
致
し
、
二
項
目
で
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
留

学
生
が
援
助
を
求
め
る
際
に
現
地
国
の
学
生
と
は
異
な
る
援
助
者

を
選
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
そ
こ
で
、
水
野
・
石
隈
（
印
刷
中
）
は
、
留
学
生
が
問
題
を
感

じ
た
時
、
誰
に
援
助
を
求
め
る
か
と
い
う
認
知
的
枠
組
み
に
注
目

し
、
こ
れ
を
「
被
援
助
志
向
性
」
と
定
義
し
、
①
問
題
を
ど
の
程

度
自
分
で
解
決
す
る
か
の
「
問
題
解
決
志
向
性
」
、
②
自
分
で
問

題
が
解
決
し
な
い
場
合
、
ど
の
ヘ
ル
パ
ー
に
援
助
を
求
め
る
か
の

「
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
」
の
二
段
階
で
測
定
し
た
。
石
隈
（
一
九
九

六
a
，
b
）
は
援
助
者
を
、
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
の
仕
事
の
中

心
と
し
て
い
る
「
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
」
、
役
割
の
一
つ
あ
る
い
は

一
側
面
と
し
て
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
役
割
的
ヘ
ル
バ
ー
」
、

職
業
や
家
族
と
し
て
の
役
割
と
は
関
係
な
く
援
助
的
機
能
を
持
つ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
バ
ー
」
に
分
類
し
て
い
る
。
水
野
ら
は
、

こ
の
分
類
を
留
学
生
の
援
助
者
に
援
用
し
、
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
・
学
生
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

留
学
生
専
門
教
育
教
官
（
留
学
生
ア
ド
パ
イ
ザ
ー
）
を
、
役
割
的

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
指
導
教
官
、
目
本
語
担
当
教
官
、
留
学
生
事

務
担
当
者
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
同
国
人
の
留
学

生
を
あ
げ
、
こ
の
ヘ
ル
パ
ー
に
対
す
る
志
向
性
と
適
応
の
関
連
を
、

日
本
人
学
生
の
統
制
群
を
用
い
て
調
べ
た
。

　
そ
の
結
果
、
①
留
学
生
は
日
本
人
学
生
よ
り
も
、
問
題
を
自
分

で
解
決
す
る
傾
向
が
強
く
、
②
留
学
生
は
日
本
人
学
生
よ
り
も
、

専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
及
び
、
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー
に
相
談
す
る
傾
向
が
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一橋論叢 第119巻第1号平成10年（1998年）1月号（36）

表1調査対象者の属性

性別

男性113名（47．3％）　女性126名（52．7％）

平均年齢

27．7歳（標準偏差：4．8）

出身国

韓国95名（39．8％）　中国88名（36．8％）　台湾56名（23．4％）

所属

学部生101名（42．2％）　研究生31名（13．O％）

修土課程学生60名（25．1％）　博士課程学生47名（19．7％）

日本滞在期間

1隼未満35名（14．6％）　　　　　1隼以上2年未溝52名（21．8％）

2年以上3年未満52名（21，8％）　3年以上4年未満29名（12．1％）

4年以上5年未満30名（12．6％）　5年以上6年未滴17名（7．1％）

7年以上24名（10％）

　調
調査
査対
対象
象
者
は

東
北
地
区

関
東
甲
信
越
地
区

中
部
地
区

方
法

義本が　る1　構置を居こ　対③強
も研指現こ志そ造づ高・とこ人留い
あ究摘在と向こをけめ経はの関学が
るはさ’を性で明らて済’結係生’
。これ各目の本られい領少果領のボ
　　のて文的関研かるく域なか域ヘラ
　指い化と連究に。活でくら’ルン
　摘る固す’ですそ動適と’住パテ
　の（有る②はるのも応も留居1イ
　基ωの。へ’必た留に学学・志ア　礎亮カ　ル①要め学結習生経向へ
　部pウ　パデがに生び・の済性ル
　分　ン　1モあはへ付研へ領とパ　の俸セ　志グる留のく究ル域適1
　実旨リ　向ラ。学援と領パで応に
　証コン　性フ　生助言域1関は相　　デまグ　　相イ　　の活え　’志連　’談、
　　1彗を　互ツ　ヘ動’対向が学す
　　タ堕開　のク　ルのへ人性み習る
　　を；発　関要　パール関をら・傾
　収冒す　連因　　1つパ係高れ研向
　集・る　をと　志とi領めた究は
　す；必　把へ　向し志域て。領弱
　　る塞要　握ル　性て向’い　域い
　意㌣性　すバ　の位性住く　　’’
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（37）　アジァ系留学生のヘルパー志向性に関する研究

表2主な調査項目

デモグラフィック要因

性別，年齢，出身国，滞在期間，所属，専攻， 日本語能力

学習・研究領域の適応尺度

学習・研究領域の問題解決志向性

学習・研究領域のヘルパー志向性

心身健康領域の適応尺度

心身健康頷域の問題解決志向性

心身健康領域のヘルパー志向性

対人関係領域の適応尺度

対人関係領域の問題解決志向性

対人関係領域のヘルパー志向性

日本文化領域の適応尺度

日本文化領域の問題解決志向性

日本文化頒域のヘルパー志向性

住居・経済領域の適応尺度

住居・経済領域の問題解決志向性

住居・経済領域のヘルパー志向性

専
門
的

ヘ
ノレ

ノキ

は

「
保
健
管
理
セ

ン

タ

学
生
相
談

す 問　な　　　る
し　い　へ　　。

た　と　ル
○　田　パ
　　ー山、

得　う　1

点○志
が点
高　壬

い　か
ほ　な
ど　ら

志ず
向相
性談
の　す

程る
度　と

空思
局　う

い　三
こ　点
と　）

を　で

示質

向
性

惇

ヘ
ノレ

ノ｛

と

に

四
件
法

相
談
し

性関住　調は効い漏ニシ語で阪
を係居留査表回もれニヨにあ神
質領・学材一答のが日ン翻つ地
問域経生料に率はあ一に訳た区
しの済が　示は無る七よさ。の
た五領適　す五効も月りれ質国
。っ域応　と一票の二確た問立
なの’し　お・と’二認。紙・
お領日な　り四し回日さ翻は私
主域本け　で％’答でれ訳日立
なに文れ　あで＿のあたの本大
調つ化ば　るあ三仕る。妥語学
査い領な　　っ九方。調当でに
項て域ら　　た票が二査性作在
目’’な　　　。を雑八期は成籍
は各心い　　な有で七間バさす
表へ身学　　お効結票はツれる
ニル健習　　　’回果を一ク’留
のバ康・　　対答が回九ト中学
と1領研　　象と読収九ラ国生
おへ域究　　者しみし六ン語四
りの’領　　のたと’年ス　六
で志対域　　属。れ記六レ韓五
あ向人’　　性有な入月　国名
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一橋論叢 第119巻第1号 平成10年（1998年）1月号　（38）

室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
・
「
留
学
生
専
門
教
育
教
官
（
留
学
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
」
へ
の
志
向
性
得
点
の
平
均
値
、
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー
は
、

「
指
導
教
官
」
、
「
日
本
語
担
当
教
官
」
、
「
留
学
生
事
務
担
当
者
」

へ
の
志
向
性
得
点
の
平
均
値
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
バ
ー
は
「
同

国
人
の
留
学
生
」
へ
の
志
向
性
得
点
と
し
た
。

　
実
際
の
質
問
紙
調
査
に
お
い
て
対
象
者
は
、
霊
冨
『
一
声
ら

（
ε
o
。
蜆
L
竃
①
）
が
開
発
し
、
山
本
（
一
九
八
六
）
、
上
原
（
一
九

九
二
）
が
在
日
留
学
生
用
適
応
尺
度
と
し
て
改
良
し
た
尺
度
を
回

答
し
た
後
に
、
①
問
題
を
ど
の
程
度
自
分
で
解
決
す
る
か
の
「
問

題
解
決
志
向
性
」
、
②
自
分
で
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
、
ど
の

ヘ
ル
パ
ー
に
援
助
を
求
め
る
か
の
「
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
」
に
答
え

た
。

結
果
と
考
察

①
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
と
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
の
関
連

一
、
出
身
国
と
の
関
連

　
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
の
出
身
国
に
よ
る
差
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
留
学
生
の
各
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
志
向
性
得
点
を
従
属
変
数
と
し
、

国
別
（
韓
国
九
五
名
、
中
国
八
八
名
、
台
湾
五
六
名
）
を
各
要
因

と
し
た
一
要
因
の
分
散
分
析
を
行
な
う
た
。
本
研
究
の
多
重
比
較

は
o
…
o
彗
法
を
用
い
た
（
表
三
参
照
）
。

専
門
的
ヘ
ル
バ
ー

　
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
で
は
、
心
身
健
康
領
域
に
お
い
て
出
身
国
の

主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
（
句
［
ド
墨
⑦
］
■
ぎ
竃
ら
く
善
）
。
多
重

比
較
の
結
果
、
台
湾
・
韓
国
よ
り
中
国
の
留
学
生
の
志
向
性
得
点

が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
心
身
健
康
領
域
は
心
理
相
談
で
扱
う
ト
ピ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い

る
。
全
体
的
に
志
向
性
得
点
は
低
い
が
、
そ
の
中
で
も
中
国
の
留

学
生
は
台
湾
・
韓
国
の
留
学
生
と
比
較
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
を

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
す
る
傾
向
が
低
い
と
言

え
る
。
仮
に
こ
う
し
た
問
題
で
中
国
の
留
学
生
が
来
談
し
た
場
合
、

援
助
に
対
し
て
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
た
り
、
問
題
が
よ
り
深
刻
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
援
助
に
あ
た
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
習
・
研
究
領
域
、
住
居
・
経
済
領
域
、
日

本
文
化
領
域
、
対
人
関
係
領
域
で
は
出
身
国
に
よ
る
差
は
み
ら
れ

な
か
づ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
留
学
生
活
と
直
結
し
て
お
り
、

ど
の
国
の
留
学
生
で
も
援
助
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
志

向
性
得
点
に
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
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（39）　アジァ系留学生のヘルパー志向性に関する研究

　　　蒙3　ヘルパー志向性平均値の出身国による違い（有効サ1ンプル＝239）

韓　　国 中　　国 台　　湾 F　値
専門的ヘルパー

心身健康領域 ．937（．806） ．534（．638） ．830（．764） 7，095榊

中国＜台湾，韓国

役割的ヘルパー

日本文化領域 、765（．656） ．678（．614） 1，077（．747） 6，506榊

中国、韓国く台湾

心身健廉領域 、744（．637） ．511（．663） ．780（、697） 3，899＊

中国く台湾，韓国

対人関係領域 ．568（．565） ．489（．565） 、744（．639） 3，318＊

中国＜台湾

ボランティアヘルパー

学習・研究領域 1，190（．704） 1，244（．607） L670（、689） 1O，104榊

中国，韓国＜台湾

住居・経済領域 、800（．670） ．750（．611） 1，089（．793） 4，670＊

中国，韓国＜台湾

日本文化領域 1，163（．662） 1．102（．653） 1，670（．715） 13，833榊

中国，韓国＜台湾

心身健康領域 ．832（．634） 、909（、575） 1，420（．645） 17，519榊

中国，韓国く台湾

対人関係領域 ．984（、629） ．835（．524） 1429（．650） 17，400榊

中国，韓国＜台湾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）は標準偏差，＊P〈．05，榊P＜．O1

　　か得直住国習　とよの健て　い係域Q　役
しと点接居に・こがり留康は多て領（［役割
か考に担’よ研三明中学領台重出域句§割的
kえ差当経る究でら国隼域湾比身（冒窒的へ
　　らがす済差領もかの　によ較国『轟］ヘル
留れ認るのは禁留に留対おりのの貝呂よルパ
茉㍗穣麗警住差き差ボ雷菓義昌よポ■
暴㍑㌣苧廷ち婁蟹薯轟日委↓帥で
え　かる役な経直　向域湾国本認竃ob｛キ
が　　つた割か済接　性に・の文めρ〈ご
勉ため的っ領関得お韓留化らo6’日強　のにへた域連　点い国学領れく3心本
や　で’ル。での　がてよ生域た富’身文
生　は志パ勉はあ　低はり’に。）対健化
活　な向1強出る　い台中心お　に人康頷
の　い性がと身学　こ湾国身い　お関領域
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問
題
で
あ
っ
て
も
、
背
後
に
日
本
文
化
、
心
身
健
康
、
対
人
関
係

の
1
問
題
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
相
談
事
例
に
よ
っ
て
は
、

現
実
的
に
対
処
可
能
な
問
題
で
あ
っ
て
も
、
留
学
生
の
ヘ
ル
バ
ー

志
向
性
の
程
度
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
問
題
に
も
注

意
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
と

連
携
を
組
み
、
援
助
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
で
は
、
学
習
・
研
究
領
域
（
句

［
篶
塞
］
H
；
旨
戸
o
へ
s
）
、
住
居
・
経
済
領
域
（
向
［
竃
窒
］

H
簑
↓
o
ら
く
．
8
）
、
日
本
文
化
領
域
（
勺
［
篶
鵠
］
u
冨
亀
ω
ら

く
・
旨
）
、
心
身
健
康
領
域
（
内
［
篶
窒
］
H
；
呂
⑩
ら
く
・
o
－
）
、
対

人
関
係
領
域
（
勺
［
篶
窒
］
。
…
ミ
き
o
ら
く
。
o
｝
）
に
お
い
て
、
出

身
国
の
主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　
多
重
比
較
の
結
果
、
全
て
の
領
域
で
台
湾
よ
り
中
国
・
韓
国
の

留
学
生
の
志
向
性
得
点
が
低
・
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー

は
同
国
人
留
学
生
で
あ
り
、
援
助
は
個
人
の
自
由
意
志
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
の
全
て
の
領
域
に
お
い
て
、

出
身
国
に
よ
る
差
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
留
学
生
が
同
国
人
留
学

生
へ
供
給
す
る
援
助
の
量
及
び
質
に
、
国
に
よ
る
差
が
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在
ま
で
、
留
学
生
の
援
助
は
同
国
人
同
士

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
で
あ
る
と
の
指
摘
（
高
井
、
一
九
九

四
）
か
ら
、
援
助
活
動
は
主
に
、
留
学
生
会
等
の
同
国
人
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
必
ず
し

も
こ
の
援
助
方
法
が
全
て
の
国
に
有
効
で
は
な
い
こ
と
を
こ
の
緒

果
は
示
し
て
い
る
。

二
、
所
属
と
の
関
連

　
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
の
所
属
に
よ
る
差
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

留
学
生
の
各
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
志
向
性
得
点
を
従
属
変
数
と
し
、
所

属
（
学
部
生
一
〇
一
名
、
研
究
生
三
名
、
修
士
課
程
学
生
六
〇

名
、
博
士
課
程
学
生
四
七
名
）
を
各
要
因
と
し
た
一
要
因
の
分
散

分
析
を
行
な
っ
た
。
本
研
究
の
多
重
比
較
は
U
…
o
竃
法
を
用

い
た
（
表
四
参
照
）
。

専
門
的
ヘ
ル
パ
ー

　
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
で
は
、
学
習
・
研
究
領
域
に
お
い
て
所
属
の

主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
（
勺
［
篶
曽
］
1
1
竃
ミ
ら
く
．
冨
）
。
多
重

比
較
の
結
果
、
学
部
生
・
研
究
生
よ
り
修
士
課
程
学
生
の
志
向
性

得
点
が
低
か
っ
た
。

　
研
究
生
は
、
大
学
院
正
規
課
程
の
入
学
試
験
を
控
え
て
い
る
た

め
不
安
感
が
強
い
。
ま
た
、
学
部
生
に
お
い
て
は
、
ま
ず
大
学
の

学
習
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
勉
強
面
で
適
応
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
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（41）　アジァ系留学生のヘルパー志向性に関する研究

表4ヘルパー志向性平均値の所属による違い（有効サンプル＝239）

学部生 研究生 修士課程 博士課程 F値

専門的ヘルバー

学習・研究領域 ．777（．630） ．919（一838） ．533（．676） ．585（．789） 2，947‡

修士く学部，研究生

役割的ヘルパー

心身健魔領域 一706（．669） ．925C787） ．567（．621） ．539（．604） 2，733‡

修土，博士く研究生

ボランティァヘルパー

学習・研究領域 137i（f70） 一．565（一834） 1317（．670） 1，064（．595） 3，757‡

博士く学部，研究生

住居・経済領域 一787（．646） 1，194（．813） ．900（．752） 692（I537） 3，902榊

学部，博±＜研究生

心身健康領域 ．990（一612） 1，274（．773） 1，050（．675） ．766（．579） 4，061榊

学部，博土＜研究生

博士＜修土

対人関係領域 ．975C602） 1，307C792） 1．l08（．604） ．883（．592） 3，426‡

学部，博士く研究生

（）は標準偏差，‡P＜05、榊P＜．Ol

る
。
こ
れ
が
、
比
較
的
身
分
が
安
定
し
、
大
学
生
活
も
経
験
し
て

い
る
修
士
課
程
学
生
よ
り
、
研
究
生
・
学
部
生
の
志
向
性
得
点
が

低
く
な
う
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

役
割
的
ヘ
ル
パ
ー

　
役
剖
的
ヘ
ル
バ
ー
で
は
、
心
身
健
康
領
域
に
お
い
て
、
所
属
に

よ
る
主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
（
句
［
篶
寄
］
1
1
N
．
お
ω
ら
く
．
富
）
。

　
多
重
比
較
の
結
果
、
研
究
生
よ
り
修
士
課
程
学
生
・
博
士
課
程

学
生
の
志
向
性
得
点
が
低
か
っ
た
。
大
学
院
に
お
い
て
は
研
究
生

よ
り
、
修
士
課
程
・
博
士
課
程
学
生
の
身
分
が
安
定
し
て
い
る
。

こ
れ
が
、
研
究
生
よ
り
修
士
課
程
・
博
士
課
程
学
生
の
志
向
性
得

点
が
低
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
で
は
、
学
習
・
研
究
領
域
（
『

［
篶
蟹
］
＾
竃
貝
o
〈
衰
）
、
住
居
・
経
済
領
域
（
｝
［
篶
雷
］
H

ω
彗
ド
o
〈
．
昌
）
、
心
身
健
康
領
域
（
司
［
篶
蟹
］
＾
仁
b
雪
一
〇
〈
。

o
H
）
、
対
人
関
係
領
域
（
勺
［
篶
竃
］
1
1
ω
．
§
9
o
〈
．
冨
）
に
お
い

て
所
属
に
よ
る
主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　
多
重
比
較
の
結
果
、
学
習
・
研
究
領
域
に
お
い
て
は
、
学
部

生
・
研
究
生
よ
り
博
士
課
程
学
生
、
住
居
・
経
済
領
域
に
お
い
て

は
、
研
究
生
よ
り
学
部
生
・
博
士
課
程
学
生
の
志
向
性
得
点
が
低
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か
っ
た
。
心
身
健
康
領
域
に
お
い
て
は
、
研
究
生
よ
り
学
部
生
・

博
士
課
程
学
生
、
修
士
課
程
学
生
よ
り
博
士
課
程
学
生
の
志
向
性

得
点
が
低
か
っ
た
。
対
人
関
係
領
域
に
お
い
て
は
研
究
生
よ
り
学

部
生
・
博
士
課
程
学
生
の
志
向
性
得
点
が
低
か
っ
た
。

　
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
全
て
の
領
域
に
つ
い
て
、
博
士
課
程
学

生
の
志
向
性
得
点
が
低
く
、
研
究
生
の
志
向
性
得
点
が
高
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。
博
士
課
程
の
学
生
に
と
っ
て
、
同
じ
国
の
留

学
生
は
、
学
位
を
目
指
す
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

で
、
援
助
を
求
め
た
が
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
博
士

課
程
の
学
生
は
、
学
部
生
、
研
究
生
、
修
士
課
程
学
生
と
比
較
し

て
、
年
齢
の
高
い
学
生
が
多
く
、
そ
の
分
独
立
し
て
お
り
、
そ
も

そ
も
他
者
に
暖
助
を
求
め
な
い
の
・
か
も
知
れ
な
い
。
研
究
生
に
つ

い
て
は
、
不
安
定
な
身
分
か
ら
援
助
に
対
す
る
志
向
性
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
住
居
・
経
済
領
域
、
心
身
健
康
領
域
、
対
人
関
係
領
域

に
お
い
て
は
学
部
生
の
志
向
性
得
点
が
研
究
生
よ
り
低
か
っ
た
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
学
部
生
の
場
合
は
「
一
う
し
た
問
題
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
で
あ
る
同
国
人
留
学
生
よ
り
も
、
他
の

ヘ
ル
パ
ー
に
援
助
を
求
め
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

三
、
滞
在
期
間
と
の
関
連

表5　ヘルパー志向性平均値の滞在期間による違い（有効サンプル＝239）

短期滞在者 中期滞在者 長期滞在者 F値

ボランティアヘルパー
1
！

学習・研究領域 1棚C704）i1463（・711） 1，070（．587） 7，257榊
｝ 長期＜短期， 中期

日本文化領域 1，264（．781）■ 1，395（．688） 1，099（．601） 3，398‡

長期＜中期

（）は標準偏差， ‡p〈．05 洲p〈．01

　
ヘ
ル
バ
ー
志
向
性
の
滞
在
期

間
に
よ
る
差
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
留
学
生
の
各
ヘ
ル
パ

ー
へ
の
志
向
性
得
点
を
従
属
変

数
と
し
、
滞
在
期
間
を
各
要
因

と
し
た
一
要
因
の
分
散
分
析
を

行
っ
た
。
滞
在
期
間
は
、
二
年

未
満
の
短
期
滞
在
者
（
八
七

名
）
、
二
年
以
上
四
年
未
満
の

中
期
滞
在
者
（
八
一
名
）
、
四

年
以
上
の
長
期
滞
在
者
（
七
一

名
）
の
三
群
に
分
け
た
。

　
そ
の
結
果
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
ル
パ
ー
の
学
習
・
研
究
領
域

（
勾
［
ド
畠
9
1
1
↓
．
寄
一
〇
〈
．
昌
）

及
び
日
本
文
化
領
域
（
句

［
ド
轟
①
］
　
1
1
ω
1
署
o
〇
一
〇
〈
．
冨
）

に
お
い
て
滞
在
期
間
の
主
効
果

が
認
め
ら
れ
た
（
表
五
参
照
）
。

　
多
重
比
較
の
結
果
、
学
習
・
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（43）　アジァ系留学生のヘルパー志向性に関する研究

研
究
領
域
で
は
短
期
・
中
期
滞
在
者
よ
り
長
期
滞
在
者
の
志
向
性

得
点
が
低
く
、
日
本
文
化
領
域
で
は
中
期
滞
在
者
よ
り
長
期
滞
在

者
の
志
向
性
得
点
が
低
か
っ
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
長
期
間
滞
在
す
る
と
、
学
習
・
研
究
領
域
、

日
本
文
化
領
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
援
助
の
必
要

性
が
低
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
学
習
・
研
究
領
域
で
は
、

来
日
当
初
は
同
国
人
留
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
の
供
給
源
に
な
る
が
、

滞
在
期
間
が
長
く
な
る
と
お
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
と
い
う
意

識
が
芽
生
え
て
く
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
勉
強
・
研
究
面
で
の
適

応
に
問
題
の
あ
る
留
学
生
に
対
し
て
、
同
国
人
留
学
生
に
サ
ポ
ー

ト
を
依
頼
し
、
ケ
ア
す
る
場
合
に
は
本
人
の
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
・
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
志
向
性

に
つ
い
て
は
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
専

門
的
・
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
志
向
性
が
滞
在
期
間
に
よ
っ
て
影

響
さ
れ
に
く
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
た
と
え
滞
在
期
間
が
長

い
留
学
生
で
も
介
入
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

四
、
日
本
語
能
カ
に
よ
る
違
い

　
日
本
語
能
力
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
に
初
級
、
中
級
、
上
級
の

表6　日本語能力とヘルバー志向性の比較

留学生N三239

要　　　　因 グ　ル　ー　プ　　　平均値 標準偏差　　t値

ボランティアヘルパー

　　日本文化領域

日本語能力初級・中級　　1．39　　　．762　　2．31＊

　日本語能カ上級　　　　1．17　　　．656

＊P＜．05

中
か
ら
自
已
評
定
し
て
も
ら
っ
た
。
そ

の
結
果
、
初
級
八
名
、
中
級
八
八
名
、

上
級
一
四
三
名
と
分
布
に
ぱ
ら
つ
き
が

み
ら
れ
た
た
め
、
初
級
・
中
級
九
六
名
、

上
級
一
四
三
名
の
二
群
で
比
較
し
た
。

各
領
域
の
志
向
性
得
点
を
t
検
定
で
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル

バ
ー
の
日
本
文
化
領
域
（
一
［
－
o
。
ミ
㊤
］

1
1
N
。
芦
o
〈
、
冨
）
に
お
い
て
、
初

級
・
中
級
と
答
え
た
留
学
生
よ
り
も
、

上
級
と
答
え
た
留
学
生
の
志
向
性
得
点

が
低
か
っ
た
（
表
六
参
照
）
。

　
日
本
語
能
力
が
上
昇
す
る
と
、
日
本

文
化
に
関
す
る
知
識
も
増
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
に
対
す
る
志
向
性
得

点
を
低
下
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
バ
ー
の
日
本
文
化
領

域
以
外
で
は
、
日
本
語
能
力
に
よ
る
違

い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
結
果
は
、
日
本
語
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能
カ
を
自
己
評
定
に
頼
っ
た
こ
と
、
初
級
と
答
え
た
留
学
生
が
八

名
と
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
調
査
の
方
法
論
上
の
課
題
も
残
る
。

し
か
し
、
調
査
結
果
を
見
る
限
り
、
日
本
語
能
力
と
専
門
的
・
役

割
的
ヘ
ル
パ
ー
の
志
向
性
得
点
は
関
連
が
な
く
、
初
級
・
中
級
の

留
学
生
に
お
い
て
も
介
入
の
仕
方
に
よ
う
て
は
ヘ
ル
パ
ー
志

向
性
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

②
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
の
構
造
　
　
　
、

一
、
各
領
域
の
志
向
性
同
士
の
関
連

　
各
領
域
の
志
向
性
同
士
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

ヘ
ル
パ
ー
毎
の
各
領
域
で
相
関
分
析
を
行
っ
た
（
表
七
・

八
・
九
参
照
）
。

　
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
に
お
い
て
は
、
全
て
の
領
域
に
お
い
て

中
程
度
以
上
の
相
関
が
認
め
ら
れ
、
特
に
日
本
文
化
領
域
と

対
人
関
係
領
域
に
お
い
て
強
い
相
関
を
示
し
た
。

　
役
割
的
ヘ
ル
バ
ー
に
お
い
て
は
、
全
て
の
領
域
に
お
い
て

中
程
度
以
上
の
相
関
が
認
め
ら
れ
、
特
に
対
人
関
係
領
域
と

日
本
文
化
領
域
、
対
人
関
係
領
域
と
心
身
健
康
領
域
に
お
い

て
強
い
相
関
を
示
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
に
お
い
て
は
、
全
て
の
領
域
に

お
い
て
中
程
度
以
上
の
相
関
が
認
め
ら
れ
、
特
に
対
人
関
係

領
域
と
日
本
文
化
領
域
、
対
人
関
係
領
域
と
心
身
健
康
領
域
に
お

い
て
強
い
相
関
を
示
し
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
内
の
各
領
域
は
相
互
に
関
連
し
て

お
り
、
領
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
留
学
生
の
援
助
を
行
う
こ
と
は
そ

表7専門的ヘルパーの各領域同士の相関

学習・研究 住居・経済 日本文化 心身健康

学習・研究

住居・経済 、527榊

日本文化 ．619＊＊ ．687榊

心身健康 ．650榊 ．554舳 ．658榊

対人関係 ．605榊 ．680舳 ．790榊 ．623榊

榊p〈．O1

表8役割的ヘルパーの各領域同士の相関

学習・研究 住居・経済 日本文化 心身健康

学習・研究

住居・経済 ．540榊

日本文化 ．568榊 ．624榊

心身健康 ．654榊 ．656榊 ．691榊

対人関係 ．608＊＊ ．639＊＊ ．765榊 ．762＊＊

榊P＜．01
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表9　ボランティァヘルパーの各領域同士の相関

学習・研究 住居・経済 日本文化 心身健康

学習・研究

住居・経済 ．577榊

日本文化 ．622榊 、595舳

心身健康 ．679榊 、627＊＊ ．659榊

対人関係 ．641＊＊ ．648＊＊ ．731榊 ．707舳

榊P＜．01

の
ヘ
ル
パ
ー
に
対
す
る
志

向
性
を
上
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
言
え
る
。

　
加
え
て
、
ヘ
ル
パ
ー
に

よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
臼
本
文
化
領

域
、
対
人
関
係
領
域
、
心

身
健
康
領
域
で
は
強
い
相

関
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
三

つ
の
領
域
は
、
学
習
・
研

究
領
域
、
住
居
・
経
済
領

域
と
比
較
し
て
、
や
や
内

面
的
な
問
題
を
含
む
。
留

学
生
の
相
談
内
容
と
志
向

性
の
関
連
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
更
な
る
調

査
が
必
要
で
あ
る
が
、
両
者
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

二
、
ヘ
ル
パ
ー
同
士
の
志
向
性
得
点
の
関
連

　
ヘ
ル
パ
ー
同
士
の
志
向
性
得
点
の
関
連
を
把
握
す
る
た
め
に
、

表10各ヘルパー同士の相関

専門的ヘルパー 役割的ヘルパー ボランティアヘルパー

専門的ヘルパー

役割的ヘルパー

ボランティアヘルパー

．774榊

．403榊 ．429榊

榊P＜．01

専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
、
役
割
的
ヘ
ル
パ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
に
つ

い
て
志
向
性
得
点
の
平
均
値
を
算
出

し
、
相
関
分
析
を
行
っ
た
（
表
十
参

照
）
。
　
そ
の
結
果
、
ヘ
ル
パ
ー
同
士
は
有

意
な
相
関
が
認
め
ら
れ
た
が
、
中
で

も
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
と
役
割
的
ヘ
ル

バ
ー
は
強
い
相
関
を
示
し
た
。
こ
れ

は
、
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
に
援
助
を
志

向
す
る
留
学
生
は
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー

に
も
援
助
を
志
向
す
る
程
度
が
高
い

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ

ー
と
専
門
的
ヘ
ル
バ
ー
及
び
役
割
的

ヘ
ル
パ
ー
は
、
強
い
相
関
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
留
学
生
の
専
門
的
ヘ

ル
パ
ー
と
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー
に
対
し

て
援
助
を
求
め
る
意
識
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
に
対
し
て
援
助
を
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求
め
る
意
識
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

れ
る
。

ま
と
め

更
な
る
調
査
が
期
待
さ

　
出
身
国
に
よ
る
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
の
違
い
は
、
各
ヘ
ル
パ
ー
に

お
い
て
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
領
域
を
み
る
と
、
台
湾
よ
り
中
国

や
韓
国
の
留
学
生
の
志
向
性
得
点
が
低
い
と
い
う
結
果
に
な
ウ
た
。

今
後
は
な
ぜ
中
国
や
韓
国
の
留
学
生
の
志
向
性
得
点
が
低
い
の
か
、

逆
に
な
ぜ
台
湾
の
留
学
生
の
志
向
性
得
点
が
高
い
の
か
を
、
量
的

調
査
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
に
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
所
属
に
よ
る
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
の
違
い
で
は
、
各
ヘ
ル
バ
ー
に

お
い
て
有
意
に
な
っ
た
領
域
を
み
る
と
、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
り
若
干

の
違
い
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
研
究
生
よ
り
、
博
士
課
程
の
学
生

の
志
向
性
得
点
が
低
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
研
究
生
は
日
本
の

大
学
生
活
へ
の
適
応
に
加
え
、
修
士
課
程
・
博
士
課
程
へ
の
入
学

試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
制
度
的
な
不
安
定

さ
が
援
助
に
対
す
る
志
向
性
を
高
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
博

士
課
程
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
滞
在
期
問
が
長
く
年
齢
も
高
い
の

で
志
向
性
得
点
が
他
の
学
生
と
比
較
し
て
低
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
滞
在
期
間
、
日
本
語
能
力
に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ

ー
の
一
部
の
領
域
と
関
連
が
み
ら
れ
た
他
は
、
有
意
な
差
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
日
本
語
能
力
と
の
関
連
は
調
査
の
方
法
論
上
の

課
題
も
あ
る
の
で
、
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
各
ヘ
ル
パ
ー
内
の
領
域
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
高
い
相

関
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
領
域
で
援
助
を
志
向
す

る
留
学
生
は
他
の
領
域
で
も
援
助
を
求
め
る
傾
向
に
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
援
助
内
容
で
あ
っ
て
も
援
助
を
積
み
上
げ
て
い
く
必
要
性

が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
ヘ
ル
パ
ー
同
士
の
関
係
で
は
、
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
と
役
割
的
へ
ー

ル
パ
ー
に
お
い
て
強
い
相
関
が
み
ら
れ
た
。
今
後
は
、
専
門
的
ヘ

ル
パ
ー
が
い
か
に
、
役
割
的
ヘ
ル
パ
i
で
あ
る
指
導
教
官
、
日
本

語
担
当
教
官
、
留
学
生
事
務
担
当
者
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
援
助
を

供
給
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
と
、
専
門
的
ヘ
ル
パ
ー
・
役
割
的
ヘ

ル
バ
ー
と
の
関
連
は
、
有
意
な
相
関
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
専
門

的
ヘ
ル
パ
ー
と
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー
ほ
ど
強
い
相
関
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
は
専
門
的
・
役
割
的
ヘ
ル
パ
ー

と
は
違
い
、
個
人
の
自
由
意
志
で
援
助
す
る
の
で
、
そ
の
活
用
が

難
し
い
。
留
学
生
の
国
籍
に
よ
っ
て
は
志
向
姓
が
高
い
国
も
あ
り
、
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こ
う
し
た
援
助
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
が
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

　
本
研
究
の
課
題
と
し
て
、
①
サ
ン
プ
ル
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、

よ
り
細
か
い
分
析
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
調
査
結
果
が
、

各
大
学
の
留
学
生
受
け
入
れ
の
環
境
や
、
同
国
人
留
学
生
同
士
の

サ
ポ
ー
ト
環
境
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
要
因
の
分

析
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
①
な
ぜ
特
定
の
国
や
所
属
に
よ
っ
て
ヘ
ル
パ
ー
志
向

性
が
異
な
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
、
②
ヘ
ル
パ
ー
志
向
性
と
関
連

の
深
い
介
入
可
能
な
変
数
を
抽
出
す
る
こ
と
、
③
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
け
ぱ
ヘ
ル
バ
ー
志
向
性
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
、
実
践
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

［
付
記
］

．
本
研
究
は
J
A
F
S
A
（
外
国
人
留
学
生
聞
題
研
究
会
）
よ
り
研
究

助
成
を
受
け
た
。

・
本
研
究
の
調
査
に
．
ご
協
カ
頂
い
た
、
留
学
生
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま

す
。．
本
論
文
の
作
成
に
あ
た
り
．
こ
指
導
頂
き
ま
し
た
、
筑
波
大
学
心
理
学

系
石
隈
利
紀
助
教
授
、
藤
生
英
行
助
教
授
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
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－
目
①
ω
①
団
コ
旦
＞
昌
o
ユ
一

　
〇
彗
o
q
『
邑
冨
5
ω
ε
ま
葦
ω
．
さ
s
§
ミ
ミ
§
ミ
§
』
§
§
－
o
§
婁
Φ
㌣

　
ぎ
的
s
s
，
b
§
g
8
§
§
ト
冨
一
㊤
†
昌
ム
．
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水
野
治
久
・
石
隈
利
紀
（
印
刷
中
）
ア
ジ
ア
系
留
学
生
の
被
援
助
志
向

　
性
と
適
応
に
関
す
る
研
究
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究

ω
罵
一
p
俸
ω
E
目
ま
胃
o
目
一
z
．
U
l
－
o
8
宛
窃
竃
『
呈
嘗
α
『
鶉
竃
篶
す

　
す
く
o
o
亭
轟
鶉
き
o
巨
o
豪
o
巨
毒
コ
霧
ω
ヲ
一
巨
雪
昌
青
昌
巴
8
仁
宇

　
窒
＝
自
o
q
し
コ
霊
急
『
鶉
p
勺
－
甲
一
9
品
昌
ω
二
．
o
j
ピ
昌
畠
『
一
峯
」
．

　
俸
↓
ユ
昌
巨
p
』
』
．
（
＆
伽
）
．
o
o
冒
婁
ミ
ぎ
的
㌧
o
；
竃
§
－
§
ミ
｝
一
↓
す
o
冒
－

　
ω
団
コ
庄
O
O
斥
9
0
竺
昌
O
『
目
－
昌
o
…
ω
凹
O
q
①
．
、
O
1
ω
～
ω
1
ω
㎝
N
．

周
玉
慧
　
一
九
九
五
　
受
け
取
っ
た
サ
ポ
ー
ト
と
適
応
に
関
す
る
因
果

　
モ
デ
ル
の
検
討
－
在
日
中
国
系
留
学
生
を
対
象
と
し
て
ー
心
理
学
研

　
究
、
六
六
、
三
＝
了
四
〇

鈴
木
康
明
　
堀
洋
道
　
井
上
孝
代
　
一
九
九
五
　
異
文
化
間
カ
ウ
ン
セ

　
リ
ン
グ
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
に
関
す
る
研
究
－
外
国
人

　
留
学
生
を
対
象
と
す
る
事
例
か
ら
ー
　
教
育
相
談
研
究
（
筑
波
大
学

　
学
校
教
育
部
）
、
三
三
、
一
七
－
二
四

高
井
次
郎
　
一
九
九
四
　
日
本
人
と
の
交
流
と
在
日
留
学
生
の
異
文
化

　
適
応
　
異
文
化
間
教
育
、
八
、
一
〇
六
壬
一
ニ
ハ

田
中
共
子
　
一
九
九
三
　
「
留
学
生
」
相
談
の
領
域
　
学
生
相
談
研
究

　
一
四
、
七
三
－
八
二

上
原
麻
子
　
一
九
九
二
　
外
国
人
留
学
生
の
日
本
語
上
達
と
適
応
に
関

　
す
る
墓
礎
的
研
究
　
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報

　
告
書

山
本
多
喜
司
　
一
九
八
六
　
異
文
化
環
境
へ
の
適
応
に
関
す
る
環
境
心

　
理
学
的
研
究
昭
和
六
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
専
任
講
師
）
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